






要旨:班員・班友のうち 18 施設の協力を得て、平成 5 年、6 年の 2 年間の確実 A 症例に関

して、ガンマグロプリン総量、投与適応の選択法、追加療法の有無別に分類し、入院期間

と心血管所見について比較検討した。原田または岩佐のスコアによりガンマグロプリンの

投与を決定し、且つ初期量の効果に応じて、投与を更に加える漸増法に追加療法も組み入

れた選択法が入院期間が短く、また心血管合併症の頻度も低かった。ただ、原田スコアに

よる総量 2.0g/kg 投与法が 1.2g/kg～1.0g/kg 投与に比ベ頻度が高かったことは、多施設

の結果を後方視的に比較検討する方法論に問題があることを示した。


